医事法（判例39事件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橘湖都
・事案の概要
優生保護法(現・母体保護法)の指定医師であるＸは、昭和55年10月に当時16歳の妊婦Ａ(妊娠26週＝6か月+2週)の依頼を受け、人工妊娠中絶の手術を行った。人工早産の方法によって推定1000gの未熟児が生まれたが、XはAのみを退院させ、未熟児の成育に必要な措置をとることなく医院内の休養室に放置したままにした。本件嬰児は生活不全により54時間後に死亡した。その後Xは、嬰児の遺体を箱に入れて同児の父親B(当時17歳)に遺体を埋めることなどを指導しながら引き渡した。これに従い、Bは友人らと共にBの親の畑に遺体の入った箱を埋め、遺棄した。これにより、Xは業務上堕胎罪、保護責任者遺棄致死罪、死体遺棄罪の罪に問われた。
一審：全ての罪を認める
二審：弁護側は事実誤認を主張するも、控訴棄却
最高裁：上告棄却
(参考)優生保護法および母体保護法
第二条 　２ 　この法律で人工妊娠中絶とは、胎児が、母体外において、生命を保続することのできない時期に、人工的に、胎児及びその附属物を母体外に排出することをいう。
（医師の認定による人工妊娠中絶） 

第十四条 　都道府県の区域を単位として設立された公益社団法人たる医師会の指定する医師（以下「指定医師」という。）は、次の各号の一に該当する者に対して、本人及び配偶者の同意を得て、人工妊娠中絶を行うことができる。 

一 　妊娠の継続又は分娩が身体的又は経済的理由により母体の健康を著しく害するおそれのあるもの 

二 　暴行若しくは脅迫によつて又は抵抗若しくは拒絶することができない間に姦淫されて妊娠したもの 

・争点
①業務上堕胎罪について
・｢生命を保持することのできない時期｣とはいつか。
→法令には規定なし。S53年の厚生省事務次官通知改正により、｢満23週以前｣とされた。
　医学的にも相当と考えられ、指定医師はこれに基づいて手術の可否を判断していた。
　しかし、この基準は｢一例でも生存した例が存する限界｣を元にしている。最高裁では弁護側がこの点について厳格すぎると指摘するも、受け入れられず。
・それに本件の嬰児はあたるか。
Xの主張：診断時は六カ月末(23週以前)と告げており、カルテにもそのように記載。
裁判所：Aの最終月経日、子宮底の高さ、何らの措置を施さなくても未熟児が生きていた等から七カ月を迎えていたと判断。カルテは警察に発覚してから改竄したとした。
妊娠週数の認定について、最終月経日、子宮底の高さと妊娠週数の対応は人により誤差があり、この点を弁護側が指摘するが、受け入れられず。
・堕胎罪の可否
弁護側は、性道徳が変化し、人工妊娠中絶が認められるようになった社会においてもはや堕胎罪は意味をなさないと主張した。
②保護責任者遺棄致死罪について
・本件嬰児の成育可能性
本件嬰児は、25週を超え、体重も1000g程度合ったと程度と推定され、成育可能性は50％程度あったと認められた。また、成育可能性をXも10％程度と認識していたと供述。
・生存に必要な保護
本件嬰児程度の未熟児の場合、保育器等の特殊な施設が必要であるが、Xの医院には無かった。しかし市内の県立病院の施設が利用可能だった、とされた。
・Xの保護責任
本来子の監護義務は親権者が負うが…
→①｢成育可能な時期｣に堕胎手術を行ったこと、②嬰児の成育には専門的医療を必要とするため、Aに対して指導の義務があること、③嬰児をAから引き離し自分の管理下に置いていること、以上の点から、保護責任が認められた。
Aに子供を育てる意思が無く、治療選択権の点からも保護義務が無いという主張に対し…
→①嬰児の推定的利益に反するAの意思のみを尊重すべきでない、②XはAの保育意思を確認していない、③翻意を促す説得、監護能力の把握をしていない、という三点から保護責任の免除を認めることはできない、とされた。
※法律上の保護責任に準じる責任がXにあったかは疑問が呈されている(百選)
③死体遺棄について
(Xが｢深く掘って埋めろ｣と指示したと裁判所は認めている)
・A、Bとの共謀はあるか
→非合法な中絶を行い、カルテを改竄したことなどから警察に発覚するのを恐れた立場であり、死亡診断書を書いていないことからBらが火葬することを初めから考えていなかった、とし共同意思の存在を認め、共謀があったとした。
コメント
・母体保護法で違法性阻却される期間が明確にされるべきではないか。しかし一方で、妊娠週数の特定が困難である問題は解決しない。
・医師は｢成育させるよう翻意を促すべき｣存在であるという裁判所の見解は正しいのか。
・10代のAが人工妊娠中絶を受けるという時点で既に養育の意思は無く、生まれてから翻意を促したからといって従うとは考えにくい。
・「産まない自由」はどこまで認められるのか。なぜ初期なら許されるのか。
